VOX AD120VHT & AD412の使い方
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このアンプ、ややこしく、わけわからん仕様に

なってますが慣れればかなり便利なアンプなので

がんばって使いこなしてみよう！
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これが実物の写真。こうしてみると棺桶みたい。

なお、このアンプは生産終了になっているため、入手が大変困難です。壊したらもう二度と同じものは買えないと思います。と意味のわからないプレッシャーをかけてみる。
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このアンプでギターを弾く際はこんなテンションで掻き毟るべし！！
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第１章：基本操作
　まずは、アンプに接続しなければ始まりません。
基本的なアンプの操作方法を覚えましょう。ちゃんと使えば壊れる

心配はありません。

１：シールド（ケーブル）をINPUTに接続する。
このとき自分のギターがアクティブかパッシブか確認しよう！

アクティブとは・・・ギターに電池を入れるタイプのもの

パッシブとは・・・それ以外

こんな感じの認識を持っていればOK！

アクティブであれば「High」に、パッシブであれば「Low」へ接続しましょう。
２：アンプのスイッチをON！

３：アンプシミュを設定

　　このアンプにはアンプシミュレーターというものがあり、さまざまなアンプをモデリングしてあります。その中から好きなものを選びましょう。（詳しくは第２章にて）

　　

４：ボリューム、ゲイン、イコライザー（Treble.middle.BASS.PRESENCE）を調整
　　このアンプはプログラミング機能がついているため、スイッチを入れたばかりの状態でも音は出ますが、あまりお勧めしません。何故ならツマミの位置と実際出ている音が一致していないためです。
なので、自分で一から音を作る必要があります。

ここで必殺「すべて１２時方向」が発動！手順は簡単。すべてのツマミを真上にするだけ。これだけで所謂「普通の音」になります。そこから「もっと重い音がいい」とか「もっとヌケのいい音がいい」など、自分の好みに合わせて調整するといいでしょう。
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５：弾きちぎる。
６：すべてのツマミをゼロに戻す。
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　　使い終わったらすべてのつまみをゼロに戻しましょう。ゼロにしないまま電源を切ると故障の原因になります。
第２章：音作り
ここまで基本操作について説明してきましたが、それだけでは自分の好みの音はなかなか作ることはできません。

ここではさらに突っ込んだ内容で細かい音作りの方法を説明していきます。

[image: image7.jpg]Css




アンプシミュレータ

このアンプで音を作る上で最も重要な要素です。

種類の説明をしますが、自分の耳で確かめるのが一番手っ取り早いので、一度すべての種類を試してみましょう。

なお、これは個人的に感じたものを書いているだけなので、読んでいる貴方も同じ印象を抱くかは保障しかねます。

・ＵＫ　‘70ｓ　
・ＵＫ　‘80ｓ
・ＵＫ　‘90ｓ
・ＵＫ　ＭＯＤＥＲＮ

・ＵＫ　ＢＬＵＥＳ

マーシャルアンプをモデリングしてありますが、本来のものに比べると若干歪みが弱いように感じられます。
· ＲＥＣＴＯ
メサブギー製のアンプをモデリングしたものです。パワフルな音が出るのでゲインの上げすぎに注意しましょう。

・ＵＳ　ＨＩＧＡＩＮ

　Soldanoというアンプをモデリングしたものです。アメリカのロックバンドが鳴らすような激しい音がします。全体の輪郭がぼやけがちなのでイコライザーの設定がシビアです。

・ＢＯＵＴＩＱＵＥ　ＯＤ

・ＢＯＵＴＩＱＵＥ　ＣＬ

　DumbleのOverdrive Specialというアンプをモデリングしたものです。

ＯＤはDriveチャンネルを、ＣＬはＣＬＥＡＮチャンネルをモデリングしたものです。
・ＢＬＡＣＫ２×１２

　Fender Twin Reverbをモデリングしたものです。

Ｐ－９０というピックアップと相性がいいですね。全体のバランスがいいアンプです。

・ＴＷＥＥＤ１×１２

・ＴＷＥＥＤ４×１０
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　Fender Bassmanをモデリングしたものです。低音が強調されやすいという特徴があります。

・ＡＣ１５

・ＡＣ１５ＴＢ

・ＡＣ３０

・ＡＣ３０ＴＢ

　ＶＯＸのＡＣシリーズをモデリングしたものです。このＡＣシリーズが一番いい音が出せると思います。特徴としては中音、高音が強調されやすく、歯切れのいい音になります。テレキャスターなどと相性がいいですね。
イコライザー
前にも触れましたが、やはりイコライザーは音作りにおいて欠かせない要素です。

ちなみにどのツマミも上げすぎるとハウリングなどが起こりやすくなるのでほどほどに。

Treble：高音域を調整するツマミ。上げすぎると耳が痛くなるので注意してください。

Middle：中音域を調整するツマミ。これがギターの音作りにおいてキャラクターを決める際に重要になる。下げると抜けよくなり（芯がなくなる）上げると温かい音（こもった音）になります。
BASS：低音域を調整するツマミ。

PRESENCE：強いていうなら超高音域を調整するツマミ。高音の倍音を調整するものなのでtrebleとのバランスが重要です。

エフェクト
自分独自の音を作りたいのであれば、エフェクトを付けるのもひとつの手です。
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エフェクトにはドライブ、モジュレーション、ディレイ、リバーブといった種類があり、それぞれ役割が異なります。それぞれの特性を把握した上で効果的に使いましょう。その特性についてはググレカス。
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第３章：その他の機能・うんちく
チューナー：ギターをアンプに接続させたままでもチューニングができる機能。

プログラミング：自分が設定した音を保存できる機能。この機能は使わないようにしてください。

うんちく。

· アンプは一般的にヴォリュームをＭＡＸにしたときが一番いい音だといわれています。真空管に負担がかかったほうが特徴が出やすいためです。

· アンプのイコライザーは音量を大きくするほど効きが良く、逆に小さくするほど、効きが悪くなります。音作りをする際には音量も視野に入れましょう。

· 空間系エフェクターを使う場合、背面パネルにあるfx　send fx returnに繋ぐと利きが良くなります。

完！！
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